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研究成果の概要（和文）：本研究では以下の2つのトピックに関して研究を行い、論文発表や学会発表などの活
動を行った。(1)「従属節の左右の周辺部について」従属節の左右の周辺部構造の分析を行った。具体的には、
従属節からの左方移動、従属節における焦点化と話題化、従属節での右方移動に関する分析を行った。(2)「句
の左右の周辺部について」節構造以外の句構造における左右の周辺部構造の分析を行った。例えば、左周辺部の
構造分析が名詞句にも適用できるという仮説の検証と精密化と、名詞句以外の例えば前置詞句などにおける左周
辺部の構造分析の可能性を示した。

研究成果の概要（英文）：The results of our study can be summarized as follows. First, assuming 
Rizzi’s (1997) cartographic analysis of left peripheries, we have proposed a new analysis of the 
left and right peripheries of main and subordinate clauses as well as lower categories such as vP in
 English and Japanese. Second, we have examined right movement phenomena (e.g. extraposition in 
English) to indicate that Chomsky’s (2013, 2015) labeling theory can be applied to the analysis of 
the right peripheries in English. Third, under the assumption that Rizzi’s (1997) cartographic 
analysis is applicable to non-sentential categories such as nominal phrases (i.e. DPs) and 
prepositional phrases (i.e. PPs), we have pointed out, for example, that some DPs and PPs show 
clausal properties. We have investigated into the Kumamoto dialect of Japanese and the historical 
change of English to indicate that the relevant facts are explicable in terms of our new analysis.

研究分野：言語学、英語学、文法、統語論
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
近年の生成文法における節の構造研究にお
いて、談話に関わる概念を構造位置と関係付
けた Rizzi (1997)の詳細な節構造分析
(Cartography)が重要な役割を果たしている。
その研究対象は主節の左周辺部 (Left 
Periphery)であるが、本研究では主節以外の文
要素（従属節、名詞句、前置詞句など）の左
右の周辺部構造の分析を行う。そして、周辺
部構造に関わる文法現象（WH移動、右方移
動、話題・焦点化、随伴移動など）との関連
を明らかにし、統語構造分析の精密化と一般
性を高めることを目的とする。具体的な研究
トピックとしては、(1)従属節の左右の周辺部
と、(2)句の左右の周辺部の 2つとした。 
 

(1) 従属節の左右の周辺部について 
(a)「従属節からの左方移動」 従属節からの
左方移動で極めて重要なのが that痕跡効果で
ある。これは、従属節が補文標識 thatに導か
れる場合は従属節の主語は移動できないと
いう現象である。これを Rizzi (2006) は基準
凍結(Criterial Freezing)という条件で説明して
いるが、that と主語の間に副詞句などが介在
すると移動が可能になるという副詞効果が
指摘されている(Culicover (1991))。従属節の
左周辺部に着目した分析と、that 節以外の種
類の従属節の分析を行う必要がある。 
(b)「従属節における焦点化と話題化」 主節
においては焦点化や話題化された要素の種
類や語順に応じて解釈に違いが生じる。この
事実は主節の左周辺部構造との関連で説明
できるという先行研究がある。しかし、様々
な種類の従属節においても同様の事実が生
じるのかという実証的な研究や、左周辺部に
着目した理論的説明は遅れている。また、か
き混ぜという移動現象が従属節で生じる仕
組みと、焦点化や話題化との相違点を解き明
かすことも必要である。 
(c)「従属節での右方移動」 右方移動ついて
は、ミニマリスト・プログラム以前には多く
の分析・提案が見受けられた(Rochemont and 
Culicover (1990), Takami (1992))。日本語に関
しては、Saito (2010)や Ueda (2009)の右周辺部
構造についての分析がある程度で、英語に関
しては包括的な研究が遅れている。まず、主
節で生じる(外置などの)右方移動と右周辺部
の構造位置との関係を明らかにし、それを基
にして様々な種類の従属節における右方移
動と右周辺部の詳細な分析を行う必要があ
る。 
 
(2) 句の左右の周辺部について 
(a)「名詞句」 左周辺部の構造分析が名詞句
に適用できるという仮説のもとで(Aboh et 
al.(2010))、英語や日本語での名詞句内部での
WH句の移動(Hendrick (1990), Kubo (1989))、
名詞句の定性・特定性の解釈と移動現象との
関係(増冨 (2013))、焦点解釈(Endo (2007))を

どのように説明するかという課題がある。 
(b)「前置詞句・形容詞句・副詞句」 前置詞
句の内部構造については、Comp 位置がある
という分析(Riemsdijk (1978))や p*Pフェイズ
分析(Matsubara (2000))などの構造分析が独立
して提案されているが、前置詞句に節構造に
対応する左周辺部があるという仮説のもと
で分析をした研究はない。また、形容詞句と
副詞句の内部構造については Jackendoff 
(1977)が詳細な分析をしたが、最近の統語分
析では研究が遅れている。 
 
２．研究の目的 
 
(1) 従属節の左右の周辺部について 
(a) 従属節にも左周辺部構造があるという仮
説のもとで、that痕跡効果を説明する。また、
異なる種類の従属節からの移動現象を分析
し、従属節の構造分析を精密化する。 
(b) 従属節において焦点化・話題化・かき混
ぜが適用した事例を比較検討し、語順や解釈
の相違点を説明する。同様の規則が適用した
主節の事例と比較することで、従属節の左周
辺部の特性を明らかにする。 
(c) 重名詞句転移、外置、右方焦点化などの
操作で右方移動した要素の着陸地点を明ら
かにすることで、主節と従属節の右周辺部の
共通点と相違点を明らかにする。 
 
(2) 句の左右の周辺部について 
(a) 名詞句にも左周辺部があるという仮説に
より、英語や日本語での名詞句内部でWH移
動が生じる仕組みの解明、名詞句の定性・特
定性・焦点の解釈と移動現象との関係の説明
をする。 
(b) 名詞句で後置修飾をする過去分詞、前置
詞句、関係詞節、同格節の構造位置を詳細に
分析し、名詞句の右周辺部を明らかにする。 
(c) 前置詞句・形容詞句・副詞句に左右の周
辺部が存在するか否か明らかにする。存在す
る場合はその仮説を支持する事例を整理す
る。 
 
３．研究の方法 
 
研究目的を確実に達成するために研究活動
を次の４つに分類し、年度毎の研究目的と活
動内容を明確にした。(1)基本文献の収集と
独自の調査による資料収集、(2)研究会開催、
(3)学会での発表・ワークショップ開催や論
文執筆・投稿による研究成果の公表、(4)研
究成果の最終報告書の作成。 
また、研究上の責任を明らかにするためだ
けでなく、円滑に研究計画を遂行するために、
研究テーマ毎に研究リーダーを決めた。まず、
全体的な研究進行の調整は代表者・福田が行
った。次に、「従属節の左右の周辺部につい
て」の「従属節からの左方移動」は分担者・
北峯が研究リーダー（平成 28年 12月に分担
者・北峯が死去したため、その後は代表者・



福田が交代した）、「従属節における焦点化と
話題化」は分担者・中村が研究リーダー、「従
属節での右方移動」は分担者・古川がリーダ
ーとなった。「句の左右の周辺部について」
は代表者・福田が研究リーダーとなった。 
研究会の開催と打ち合わせ等の実績は下記
の通りである。 
 平成 26年度は下記の期日と場所で研究会
を開催した。平成 26年 7月 5日 福岡市（福
岡工業大学）、平成 27年 3月 6日、福岡市（福
岡工業大学）。また、平成 26年 7月に神戸市
で開催された甲南英文学会では代表者の福
田と分担者の古川と北峯が集い、打ち合わせ
をした。平成 26年 11月に東京都で開催され
た日本英語学会では代表者の福田と分担者
の古川と中村が集い、打ち合わせをした。 
 平成 27年度は下記の期日と場所で研究会
を開催した。平成 27年 7月 4日 福岡市（福
岡工業大学）、平成 28年 3月 10日、福岡市
（福岡工業大学）。また、平成 27年 5月に東
京都で開催された日本英文学会に代表者の
福田と分担者の古川が参加し、情報収集と打
ち合わせを行った。平成 27年 7月 11日に第
31回甲南英文学会でワークショプ「周辺構造
を巡って」を開催し、代表者の福田と分担者
の古川・北峯・中村（代読）が発表をした。 
 平成 28年度は下記の期日と場所で研究会
を開催した。平成 28年 5月 28日 福岡市（福
岡工業大学）、平成 28年 9月 8日、福岡市（福
岡工業大学）。また、代表者の福田は平成 28
年 5月 21日、6月 18日、平成 29年 1月 28
日に福岡統語論研究会に参加し、発表と情報
収集を行った。また、分担者の古川と打ち合
わせを行った。 
 平成 29年度は下記の期日と場所で研究会
を開催した。平成 29年 4月 15日 福岡市（福
岡工業大学）、平成 29年 9月 14日、福岡市
（福岡工業大学）。また、代表者の福田、分
担者の中村、古川は平成 29年 5月に静岡大
学で開催された日本英文学会第 89回全国大
会に参加し、情報収集と打ち合わせを行った。
平成 30年 3月には本研究の概要をまとめた
冊子体の研究成果報告書を印刷製本した。 
 
４．研究成果 
 
(1) 従属節の左右の周辺部について 
(a) 従属節にも TopPや FocPなどの左周辺部
構造があるという仮説と、Chomsky (2013, 
2015)のラベル理論を仮定して、フェイズ性の
継承に着目し that痕跡効果や副詞効果を説明
することが可能であるという提案を行った。
また、if節、whether節、現在分詞節、付加詞
節も扱いながら説明が可能であると論じた。
また、付加詞として機能する現在分詞節から
の移動が可能であるという事例は、時制節と
の左周辺部の構造的な違いに起因している
ことも明らかにした。結果として、従属節の
構造分析を精密化することが可能となった。
次の「５．主な発表論文等」の関連する雑誌

論文の番号は[1], [8], [9]である。 
(b) 焦点化・話題化・かき混ぜの事例を検証
することで、従属節や、主節の下位構造 vP
においても左周辺部構造があるという仮説
が正しいことが確認された。「５．主な発表
論文等」の関連する雑誌論文の番号は[6]であ
る。 
(c) Chomsky (2013, 2015)のラベル理論を前提
として、外置に代表される右方移動の派生や
要素の着陸地点を検討した。また、日本語の
法助動詞が生起する右周辺部構造での順序
を、法助動詞の種類毎の語彙特性から導くこ
とが可能であると論じた。「５．主な発表論
文等」の関連する雑誌論文の番号は[3], [4]で
ある。 
(2) 句の左右の周辺部について 
(a) 名詞句にも左周辺部があるという仮説の
もとで、日本語の熊本方言の属格名詞句が生
起する位置を EPP素性の照合に依らず、名詞
句内部に Focus Phraseを仮定し、そこに位置
すると論じた。「５．主な発表論文等」の関
連する雑誌論文の番号は[5]である。 
(b) 随伴移動の分析において、移動する名詞
句、前置詞句、副詞句など内部の構造分析を
サバイブ・ミニマリズムの枠組みで行った。
また、Grimshaw (2000)の示唆を援用して、併
合の適用時に未照合素性が投射すると提案
し、関連する事例を説明した。「５．主な発
表論文等」の関連する雑誌論文の番号は[2]
である。 
(c) notwithstandingや duringが主要部となる前
置詞句を通時的な研究を通して、その左右に
節構造に対応する構造位置（主語位置、目的
語位置）があると提案した。これらの前置詞
は非対格動詞としての性質を担うために、そ
の右側の要素が左側へ移動する派生が歴史
的に見受けられると論じた。前置詞句の左右
周辺部についてはさらに詳細な分析が可能
であるが、その基盤となる研究を提示した。
「５．主な発表論文等」の関連する雑誌論文
の番号は[7], [10]である。 
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